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科
、
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育

学
科
の
学
生
約
３
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　実
習
は
各
学
科
で
実
施
し

た
。
体
育
学
科
で
は
技
術
レ

ベ
ル
に
応
じ
、
水
泳
の
基
礎

技
術
の
学
習
、
遠
泳
な
ど
に

取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科

学
科
で
は
海
浜
に
お
け
る
搬

送
要
領
や
水
難
事
故
を
想
定

し
た
救
助
方
法
な
ど
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
こ
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
科
で
は
野
外
教
育

の
指
導
法
な
ど
を
行
っ
た
。

　体
育
学
部
に

よ
る
臨
海
実
習

が
、
７
月
６
日

か
ら
10
日
に
か

け
て
千
葉
県
南

房
総
市
の
岩
井

海
岸
海
水
浴
場

で
実
施
さ
れ
、

体
育
学
科
、
ス

ポ
ー
ツ
医
科
学

引
率
し
た
教
員
ら
は
、
猛
暑

の
中
活
動
す
る
学
生
ら
の
健

康
状
態
に
注
意
し
な
が
ら
学

生
ら
を
指
導
し
た
。

　臨
海
実
習
は
、
昭
和
31
年

国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
の

設
置
以
降
か
ら
続
く
恒
例
行

事
。
水
泳
技
術
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
宿
泊
を
伴
う
集
団

生
活
や
団
体
行
動
を
通
じ

て
、
学
生
と
し
て
の
規
範
意

識
と
集
団
意
識
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
は
９
月
14
日
、
３
年
生

を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
成
果
発
表
会
・
修

了
式
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

34
号
館
で
実
施
し
、
イ
ン
タ

　学
生
ら
は「
営
業
職
で
は
、

お
客
様
第
一
主
義
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
実
感
で
き
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
道
に
進
む

に
し
て
も
生
か
せ
る
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
」「
自
然
に

ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た

学
生
２
４
６

人
と
受
け
入

れ
先
の
１
４

８
企
業
・
団

体
の
関
係
者

ら
が
出
席
し

た
。　成

果
発
表

会
で
は
25
班

に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
参

加
し
た
目
的

や
研
修
内

容
、
ま
た
今

後
の
学
生
生

活
へ
の
課
題

な
ど
を
発
表

し
た
＝
写
真
。

会
話
を
広
げ
る
た
め
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
。
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
活
用
し
、
そ
の
ス

キ
ル
を
高
め
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。

　企
業
の
担
当
者
は
「
今
回

抱
い
た
仕
事
へ
の
興
味
を
業

界
・
企
業
研
究
に
つ
な
げ
、

視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と

今
後
の
学
生
の
成
長
に
期
待

を
寄
せ
た
。

室
に
製
作
を
依
頼
。
こ
れ
を

受
け
、
位
田
講
師
は
学
生
主

体
で
４
月
か
ら
製
作
を
開
始

し
た
。
設
計
や
加
工
な
ど
の

全
過
程
を
担
当
し
た
学
生
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
不
便
な
点

を
改
良
す
る
と
と
も
に
、
脚

に
キ
ャ
ス
タ
ー
を
付
け
て
移

動
し
や
す
く
す
る
な
ど
各
所

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
製
作

リ
ー
ダ
ー
の
井
上
達
二
さ
ん

（
理
工
４
年
）
は
「
い
か
に

効
率
よ
く
組
み
立
て
ら
れ
る

か
を
意
識
し
て
設
計
し
た
。

完
成
品
を
納
品
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
責
任
感
が
芽

生
え
た
」と
感
想
を
語
っ
た
。

　完
成
品
は
、
８
月
３
・
４

日
の
玉
川
上
水
清
掃
協
力
会

納
涼
盆
踊
り
、
同
月
18
日
の

き
た
ざ
わ
苑
納
涼
祭
な
ど
で

使
用
さ
れ
た
。

　本
学
は
９
月
17
日
、
首
都

圏
の
13
大
学
と
と
も
に
山
梨

県
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促

進
協
定
を
締
結
し
た
。
今
回

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
桜
美

林
、杏
林
、城
西
、駿
河
台
、

大
東
文
化
、
帝
京
科
学
、
東

京
家
政
、
東
京
農
業
、
日
本

工
業
、
文
教
、
武
蔵
、
国
士

舘
の
各
大
学
と
、
東
京
家
政

大
短
期
大
学
部
。

　こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
本

学
学
生
は
、
山
梨
県
内
の
企

業
や
生
活
情
報
が
よ
り
収
集

ら
夏
祭
り
な
ど
で
使
用
す
る

「
や
ぐ
ら
」の
製
作
依
頼
を
受

け
、７
月
31
日
に
納
品
し
た
。

　き
た
ざ
わ
苑
で
は
、
こ
れ

ま
で
使
用
し
た
や
ぐ
ら
の
老

朽
化
に
伴
い
、
建
築
施
工
な

ど
を
専
門
と
す
る
位
田
研
究

　理
工
学
部
建
築
学
系
の
位

田（
い
ん
で
ん
）達
哉
研
究
室

は
、
世
田
谷
区
内
の
老
人
福

祉
施
設
「
き
た
ざ
わ
苑
」
か

成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら

が
出
席
し
た
。
長
崎
幸
太
郎

し
や
す
く
な

る
ほ
か
、
山

梨
県
で
は
保

護
者
向
け
の

就
職
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
も

予
定
し
て
い

る
。　締

結
式
は

同
日
に
山
梨

県
庁
で
執
り

行
わ
れ
、
本

学
か
ら
は
飯

田
昭
夫
副
学

長
を
は
じ
め

キ
ャ
リ
ア
形

知
事
は
、
記
者
か
ら
の
「
大

学
に
期
待
す
る
こ
と
は
」
と

の
質
問
に
「
各
大
学
に
は
山

梨
県
内
の
優
良
企
業
を
学
生

に
伝
え
て
ほ
し
い
。
県
と
し

て
は
、
雇
用
環
境
や
労
働
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　本
学
は
こ
れ
ま
で
に
、
北

海
道
、
札
幌
市
、
青
森
県
、

山
形
県
、福
島
県
、栃
木
県
、

群
馬
県
、新
潟
県
、石
川
県
、

長
野
県
、
福
岡
県
と
そ
れ
ぞ

れ
協
定
を
結
び
、
岩
手
県
、

茨
城
県
と
は
県
が
開
催
す
る

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
を

図
る
ク
ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い

る
。

　本
学
の
田
中
史
人
経
営
学

部
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
と

楓
門
祭
実
行
委
員
会
の
学
生

ら
が
９
月
21
日
、
東
急
世
田

谷
線
の
特
別
列
車
車
内
で
の

ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
企
画

に
参
加
し
、
招
待
客
ら
約
40

人
を
前
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を

行
っ
た
。
こ
の
企
画
に
は
、

沿
線
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る

本
学
、
昭
和
女
子
大
学
、
日

本
大
学
文
理
学
部
の
３
大
学

が
参
加
し
た
。

　実
践
的
な
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
田

中
ゼ
ミ
生
ら
は
、
子
ど
も
の

孤
食
を
少
な
く
す
る
取
り
組

み
の
成
果
を
発
表
し
た
。
聴

衆
の
乗
客
ら
は
ゼ
ミ
生
の
発

表
を
、
時
お
り
歓
声
を
あ
げ

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
参
加
し
た
田
中
ゼ
ミ

の
学
生
か
ら
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
反
応
の
良
さ
を
見

て
、
実
現
に
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
た
」
な
ど
、
本
企

画
で
得
た
収
穫
を
語
る
声
が

聞
か
れ
た
。

　

　楓
門
祭
実
行
委
員
会
の
学

生
ら
は
、
本
番
の
楓
門
祭
ス

テ
ー
ジ
さ
な
が
ら
に
、
世
田

谷
線
や
本
学
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
「
国
士

舘
を
知
っ
て
も
ら
う
ミ
ニ
ス

　世
田
谷
線
50
周
年
企
画
に

参
加
し
た
経
営
学
部
の
田
中

史
人
ゼ
ミ
の
学
生
ら
は
７
月

27
日
、
地
域
交
流
事
業
を
行

う
世
田
谷
線
沿
線
の
施
設
と

連
携
し
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
流
し
そ
う
め
ん
を
振
る

舞
う
イ
ベ
ン
ト
に
準
備
段
階

か
ら
参
加
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
は
、
子
育
て
支

援
や
孤
食
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
に
開
設
さ
れ
た
「
子
ど

も
食
堂
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　ゼ
ミ
生
の
音
野
幸
笑
さ
ん

（
経
営
３
年
）
は
「
そ
う
め

ん
を
流
す
竹
を
採
り
に
、
近

所
の
竹
林
へ
出
か
け
る
と
こ

ろ
か
ら
準
備
し
た
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
直
接
触
れ
合

う
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

　田
中
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、

ゼ
ミ
生
が
い
く
つ
か
の
班
に

分
か
れ
て
「
で
き
る
人
」
を

テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域

の
団
体
や
施
設
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
学
生
の
自
主
性
を

高
め
て
い
る
。

テ
ー
ジ
」
で
車
内
の
観
客
を

沸
か
せ
、大
盛
況
と
な
っ
た
。

　こ
の
企
画
は
、
東
急
電
鉄

株
式
会
社
が
世
田
谷
線
開
通

50
周
年
を
記
念
し
て
、
沿
線

の
大
学
生
の
中
か
ら
発
表
者

を
募
っ
た
。
参
加
学
生
ら
が

走
行
す
る
列
車
の
中
で
招
待

客
ら
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
ミ
ニ
学
園
祭
を

行
う
こ
と
で
、
世
田
谷
線
沿

線
の
地
域
貢
献
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
る
。

【
訂
正
】
５
１
７
号
５
面
掲

載
の
「
令
和
元
年
度
科
学
研

究
費
助
成
事
業
採
択
課
題
一

覧
」
で
次
の
よ
う
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。

◆
追
加
（
継
続
採
択
２
件
）

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
江
川
陽
介

文
学
部
教
授
「
身
体
が
要
求

す
る
刺
激
を
筋
反
射
で
評
価

す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」

／
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
森
若
葉

イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
研

究
員
「
イ
ラ
ン
出
土
楔
形
文

字
新
言
語
資
料
―
新
し
い
言

語
デ
ー
タ
の
提
出
と
そ
の
言

語
学
的
分
析
」

◆
削
除
（
継
続
採
択
２
件
）

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
細
越
淳
二

文
学
部
教
授
／
若
手
研
究

（
Ｂ
）
名
越
篤
史
理
工
学
部

准
教
授

対
し
て
初
級
日
本
語
を
指
導

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
自
作
教

材
を
準
備
す
る
な
ど
の
工
夫

を
凝
ら
し
て
臨
ん
だ
が
、
生

徒
役
の
留
学
生
か
ら
鋭
い
質

問
を
受
け
動
揺
す
る
場
面

も
。
そ
れ
で
も
実
習
生
全
員

が
最
後
ま
で
授
業
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
出

し
切
っ
た
。

　そ
の
後
の
留
学
生
を
交
え

　21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
は
、

日
本
語
教
員
養
成
課
程
を
受

講
す
る
３
・
４
年
生
９
人
に

「
日
本
語
教
育
実
習
」
を
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
30
号
館
の

各
教
室
で
実
施

し
た
。
実
習
は

日
本
語
教
員
を

目
指
す
学
生
に

と
っ
て
、
集
大

成
と
な
る
。

　実
習
生
は
、

本
学
の
中
国
、

韓
国
、
キ
ル
ギ

ス
の
留
学
生
に

た
懇
談
会
で
は
、
実
習
生
ら

が
こ
れ
ま
で
の
苦
労
な
ど
を

話
し
合
い
、
達
成
感
を
分
か

ち
合
っ
た
。実
習
生
ら
は「
反

省
点
も
あ
る
が
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
」「
仲
間
の
助
け

と
留
学
生
の
協
力
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
」
な
ど
の
感

想
を
語
っ
た
。

　同
課
程
は
、
日
本
語
教
育

に
従
事
す
る
教
員
養
成
を
目

　課
外
活
動
ク
ラ
ブ
の
「
児

童
教
育
研
究
会
」
が
、
創
設

40
周
年
を
記
念
す
る
催
し
を

９
月
14
日
、
本
学
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
34
号
館
Ｂ
２
０

５
教
室
で
開
き
、
卒
業
生
な

ど
42
人
が
訪
れ
た
。

　参
加
者
は
班
ご
と
に
分
か

れ
、
在
学
生
に
よ
る
活
動
紹

介
や
卒
業
生
か
ら
思
い
出
が

語
ら
れ
る
な
ど
の
交
流
が
図

ら
れ
た
。
在
学
中
に
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ン
バ
ー
や

タ
オ
ル
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
を

持
参
し
た
卒
業
生
は
、
当
時

を
懐
か
し
み
な
が
ら
一
つ
一

つ
を
紹
介
し
て
い
た
。

　同
研
究
会
は
、
子
ど
も
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら

児
童
教
育
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
、
小
学
生
と
遊
ぶ
イ

ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し

た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
教
職
を
目
指
す

学
生
ら
の
学
び
の
場
と
も
な

っ
て
い
る
。

的
と
し
、
所
定
の
科
目
単
位

を
修
得
す
れ
ば
本
学
独
自
の

修
了
証
が
授
与
さ
れ
る
。
昨

年
度
は
15
人
が
日
本
語
教
員

資
格
を
取
得
し
た
。

○　39　○

学
園
祭
の
あ
ゆ
み

　本
学
の
学
園
祭
の
歴
史

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
昭
和
39
（
１
９

６
４
）
年
の
「
明
治
祭
」
ま

で
遡
る
。

　学
園
祭
が
各
大
学
の
恒
例

行
事
と
し
て
全
国
的
に
普
及

し
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
半

ば
か
ら
で
あ
る
。
国
士
舘
で

は
、
昭
和
33
年
の
大
学
創
設

を
き
っ
か
け
に
、
教
育
組
織

の
拡
充
や
学
生
数
の
増
加
に

伴
い
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
活
発
化
し
、
そ
の
成

果
・
研
究
発
表
の
場
と
し
て

「
文
化
祭
」が
求
め
ら
れ
た
。

創
立
当
初
よ
り
、
創
立
日

（
11
月
４
日
）
に
開
催
し
て

き
た
記
念
式
典
と
「
大
運
動

会
（
後
の
体
育
祭
）」
と
と

も
に
第
１
回
明
治
祭
が
は
じ

ま
っ
た
。

　そ
の
名
称
は
11
月
３
日

「
文
化
の
日
」
が
、
昭
和
22

年
ま
で
「
明
治
節
（
明
治
天

皇
の
誕
生
日
）」
と
い
う
祝

日
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
創
立
者
柴
田
德
次
郎
が

理
想
と
し
て
掲
げ
た
「
明
治

に
学
ぶ
」
と
い
う
趣
旨
の
も

と
命
名
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、
昭
和
48
年
の
学

園
改
革
の
流
れ
を
受
け
、
昭

和
49
〜
51
年
ま
で「
学
園
祭
」

界
の
中
の
日
本

　日
本
の
中

の
国
士
舘
」
が
選
ば
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
「
日
本
を
如
何

に
す
べ
き
か
」「
全
大
学
の

光
明
た
ら
ん
」「
日
本
を
国

士
舘
の
如
く
！
」
な
ど
、
総

合
大
学
へ
と
発
展
し
た
国
士

舘
の
学
風
を
示
す
熱
の
こ
も

っ
た
テ
ー
マ
が
並
ぶ
。

　昭
和
52
年
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
序
文
に
は
、「
さ
て
、
学

園
祭
と
は
何
か
。
改
め
て
言

う
な
ら
ば
文
化
祭
で
あ
る
。

つ
ま
り
文
化
発
露
の
場
で
あ

る
。
極
言
す
れ
ば
、
国
士
舘

の
文
化
を
発
露
す
る
の
で
あ

る
」
と
学
生
を
代
表
し
て
実

行
委
員
会
が
記
し
た
。

　学
園
改
革
を
受
け
、
新
た

な
文
化
を
創
造
し
、
そ
れ
を

表
現
す
る
場
と
し
て
、
楓
門

祭
に
向
き
合
う
学
生
た
ち
の

気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
時

の
学
生
部
は
『
国
士
館
大
学

新
聞
』
１
９
５
号
に
そ
の
意

義
を
述
べ
、
楓
門
祭
が
「
国

士
舘
文
化
の
発
露
の
場
」
で

あ
る
と
と
も
に
「
国
士
舘
共

同
体
の
一
員
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
高
め
」
る
も
の
と
し

て
、す
べ
て
の「
国
士
舘
人
」

が
参
加
す
る
全
学
的
な
行
事

を
目
指
し
た
。

　昭
和
63
年
に
は
、
昭
和
天

皇
の
不
予
（
闘
病
中
）
に
配

の
名
称
を
用
い
た
が
、
創
立

60
周
年
を
迎
え
た
昭
和
52
年

に
は
本
学
の
校
章
「
楓
の
門

下
に
集
う
」
と
い
う
意
味
を

込
め
て「
楓
門
祭
」に
改
称
、

現
在
に
至
る
。

　半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
も

つ
学
園
祭
は
、
本
学
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
や
学
生
の
問

題
意
識
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
関
連
資

料
か
ら
、
そ
の
特
色
を
概
観

し
た
い
。

　第
１
回
明
治
祭
を
前
に
、

柴
田
德
次
郎
は
「
文
化
祭
は

他
校
の
様
に
御
祭
騒
ぎ
を
行

わ
ず
明
治
祭
と
し
て
最
も
敬

虔
な
態
度
で
行
う
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
学
園
祭
の
あ
り

方
を
示
し
て
い
る
（
第
12
号

「
会
報
録
」）。

　創
立
50
周
年
を
迎
え
た
昭

和
42
年
、
学
生
か
ら
募
集
し

た
明
治
祭
テ
ー
マ
は「
躍
進
」

に
決
定
、サ
ブ
テ
ー
マ
は「
世

慮
し
、
全
国
各
地
の
祝
祭
行

事
が
自
粛
、
本
学
も
楓
門
祭

の
中
止
を
決
断
し
た
。
翌
年

の
楓
門
祭
は
「
昭
和
と
い
う

激
動
の
時
代
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
平
成
の
時
代
に
大
き
く

翔
く
」
と
の
希
望
を
込
め
開

催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
に
「
平

成
元
年
」を
掲
げ
た
こ
と
は
、

新
た
な
時
代
へ
の
期
待
感
が

よ
く
表
れ
て
い
る
。

　今
年
、
新
元
号
「
令
和
」

と
な
り
、
通
算
55
回
目
の
学

園
祭
が
11
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。
学
園
祭
の
歴
史
を
紐

解
く
こ
と
が
、新
時
代
の「
楓

門
祭
」
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

　
　
　
　山
田

　兼
一
郎
）

◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　柴
田
会
舘
内

　国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
３
（
３
４
１
８
）

２
６
９
１

　２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
か

ら
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
す
る
Ｍ
Ｆ
・
明
本
考
浩
選

手
（
21
ア
４
年
）
が
Ｊ
２
チ

ー
ム
の
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
に
、
Ｆ
Ｗ
・
高
橋
利
樹
選

手
（
体
４
年
）
が
Ｊ
３
チ
ー

ム
の
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
に
、
Ｄ

Ｆ
・
住
吉
ジ
ェ
ラ
ニ
レ
シ
ョ

ー
ン
選
手
（
21
ア
４
年
）
が

Ｊ
２
チ
ー
ム
の
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入

す
る
こ
と
が
内
定
し
た
。

　明
本
選
手
は
、
今
年
７
月

に
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
で
開

催
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
で
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
日
本
代
表
の
二
連

覇
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
高

橋
選
手
は
１
８
２
㌢
の
長
身

を
生
か
し
た
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

と
し
て
名
を
馳
せ
、
住
吉
選

手
は
本
学
進
学
後
に
Ｄ
Ｆ
へ

転
向
し
急
成
長
し
た
。

　各
選
手
と
も
、
プ
ロ
入
り

後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

指
導
教
員
ら
に
鼓
舞
さ
れ
な
が
ら
遠
泳
す
る
学
生
（
手
前
）

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
乗
客
を
前
に
発
表
し
た

本
学
学
生
ら

明
本
考
浩
選
手

高
橋
利
樹
選
手

住
吉
ジ
ェ
ラ
ニ
レ

シ
ョ
ー
ン
選
手

熱心に授業を進める学生

８月18日のきたざわ苑納涼祭で使用された
位田研究室製作のやぐら

長崎知事(右)と握手する飯田副学長

創立56周年（昭和48年）
明治祭ポスター

臨
海
実
習 

水
難
救
助
も
学
ぶ伝

統
60
年 

規
範
意
識
も
涵
養

インターンシップ成果発表会 受
け
入
れ
企
業
も
出
席

山
梨
県
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
協
定

首
都
圏

13
大
学

雇
用
環
境
整
え
就
職
促
進

やぐら製作 老
人
福
祉
施
設
の
依
頼
に
応
え

祭りができた

位
田
研
究
室

地域に溶け込むゼミ活動 世田谷線50周年を記念

走るサテライト講座
プ
レ
ゼ
ン
と
ミ
ニ
学
園
祭
で
大
盛
況

田
中
ゼ
ミ 

３
大
学
で
タ
ッ
グ

施
設
の「
子
ど
も
食
堂
」で

 

流
し
そ
う
め
ん
開
催

日
本
語
教
育
を
実
習

自
作
の
教
材
使
っ
て

留
学
生
と
真
剣
授
業

卒
業
生
ら
42
人
集
う

児
童
教
育
研
究
会
創
設
40
周
年

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
３
人
誕
生

「国士舘史資料室だより 39～学園祭のあゆみ～」

　（『国士舘大学新聞』第 518号、2019 年 10月 25日発行）


